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基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置（例えば，一般科

目及び専門科目のバランス，必修科目，選択科目等の配当等が考えられる）さ

れ，教育課程の体系性が確保されているか。また，授業の内容が，全体として

教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものにな

っているか。 

（観点に係わる状況） 
 本校では５学科とも準学士課程の学習・教育目標を達成するために，人間形成に重要な役割を果た

す一般教養と専門科目の学習の基礎となる数学，物理等の基礎科目を低学年に多く配置し，専門科目

は高学年になるに従い増えていく配置とし，科学技術の修得が無理なく行える授業科目の配置として

いる。一般科目の教育課程表を資料５－１－①－１，専門の教育課程表を資料５－１－①―２（機械

工学科），資料５－１－①－３（電気電子工学科），資料５－１－①－４（電子制御工学科），資料５－

１－①－５（情報工学科），資料５－１－①－６（環境都市工学科）に示す。 

 準学士課程の学習・教育目標を達成するための学習・教育目標の各項目と授業科目の流れについて

分析したものを資料５－１－①－７示す。また，各学科の授業科目が適切に配置され体系性が保たれ

ていることを示すため，学習・教育目標の細項目に分類した授業科目の流れを資料５－１－①－８（機

械工学科），資料５－１－①－９（電気電子工学科），資料５－１－①－10（電子制御工学科），資料５

－１－①－11（情報工学科），資料５－１－①－12（環境都市工学科）に示す。 
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資料５－１－①－１ 
一般科目の教育課程表 

 

 
（出典 学生課資料） 
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資料５－１－①－２（１／２） 
機械工学科の専門の教育課程表 
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資料５－１－①－２（２／２） 

 
 

 
（出典 学生課資料） 
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資料５－１－①－３ 
電気電子工学科の専門の教育課程表 

 

 
（出典 学生課資料） 
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資料５－１－①－４ 
電子制御工学科の専門の教育課程表 

 

 
（出典 学生課資料） 
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資料５－１－①－５ 
情報工学科の専門の教育課程表 

 

 
（出典 学生課資料） 
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資料５－１－①－６ 
環境都市工学科の専門の教育課程表 

 

 
（出典 学生課資料） 
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資料５－１－①－７ 
準学士課程の授業科目の流れの説明 

 

１．(１)豊かな人間性と健康な心身を養う 

 健康な心身を養うため１年から５年まですべての学年で保健体育を必修科目として開講している。また，豊かな人間性を養う目的

で１年時に音楽と美術の授業を必修として開講している。 

 

１．(２)深く社会について理解し，広い視野がもてるように，豊かな教養を身につける。 

 社会についての基礎的な理解を助けるために歴史Ⅰ，Ⅱと人文地理を１，２学年で必修科目として開講している（情報工学科のみ

人文地理を３学年で開講）。また，豊かな教養を身につけるという目的から，英語以外の外国語としてドイツ語Ⅰを３学年で必修科

目として開講している。高学年となる４，５学年ではドイツ語に加え中国語が選択できるようになり，その他にも社会系科目が選択

科目として開講されており，豊かな教養を身につけることができる授業配置となっている。 

 

１．(３) 技術が自然や社会に及ぼす影響・効果を理解し，技術者としての責任を自覚する。 

 本格的に専門科目が増え始める３学年に「技術と人間」と「技術と社会」を必修科目として配置することで，技術者としての責任

を自覚できるようになっている。 

 

２．(１) 数学及び自然科学の基礎知識とそれらを用いた論理的思考能力を身につける。 

 専門科目をスムーズに履修するという観点から，１～３年までに多くの数学，物理，化学系の科目が開講されており，自然科学の

基礎知識の修得ができる授業配置となっている。さらに４，５年では応用数学や応用物理といったより高度な内容の自然科学系の授

業によって論理的思考能力が身につけられる授業の配置となっている。 

 

２．(２) 専攻する学科の専門分野の知識と能力を身につける。 

 各学科とも教育目的を達成するのに必要な専門の授業科目の流れとなっている。 

 

２．(３) 実験・実習を通して，ものづくりに必要な力を身につける。 

 ５学科とも「実験実習」を1学年から4学年まで必修科目として開講している。また、５学年では「卒業研究」必修科目として開

講されており、実験・実習を通してものづくりに必要な力を身につけることができるようになっている。 

 

３．(１) 日本語の記述能力を身につける。 

 １～４年まで国語の授業が必修科目となっており，日本語の記述能力を身につけることができる授業配置となっている。さらに，

５年で国文学特論が選択科目として開講されている。また，機械工学科では５年時に論文作成技法が選択科目として開講されており，

日本語の記述能力向上ができる授業配置となっている。 

 

３．(２) 英語によるコミュニケーション基礎能力を身につける。 

 １，２年時に必修科目として開講される英語Ａと英語Ｂで「読む，書く，聞く，話す」の基礎を学び，３年時以降に開講される英

会話及び英語の授業によって英語によるコミュニケーションの基礎能力を身につけることができるようになっている。 

 

３．(３) 情報技術を使いこなし，発表・討論ができる能力を身につける。 

 ５学年時の卒業研究において，中間発表会及び研究発表会を通して情報機器（主に PC）を使った発表と討論（自分の発表に対す

る受け答え）ができる能力を身につけることができるようになっている。 

 

４．(１) 一般特別研究や卒業研究などを通して，修得した知識や技術をもとに創造性を発揮し，問題を発見し，解決する能力を身

につける。 

 人文・基礎学系の教員各自の専門に基づいたテーマに対して，学生が少人数で取り組む形態の一般特別研究（一般科目の卒研）と

５学年時の卒業研究を通して問題解決能力を身につけることができるようになっている。 

 
（出典 JABEE認定・認証評価推進委員会資料） 
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 資料５－１－①－８（１／２） 

後期前期後期前期後期前期後期前期後期前期

準学士課程5年準学士課程4年準学士課程3年準学士課程2年準学士課程1年

1.(3)

1.(2)

1.(1)

授　　業　　科　　目　　名学習

・

教育

目標 後期前期後期前期後期前期後期前期後期前期

準学士課程5年準学士課程4年準学士課程3年準学士課程2年準学士課程1年

1.(3)

1.(2)

1.(1)

授　　業　　科　　目　　名学習

・

教育

目標

保健体育(必) 保健体育(必)

学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ(機械工学科）

保健体育(必)保健体育(必)保健体育(必)

美術(必)

音楽(必)

歴史Ⅰ(必)

人文地理(必)

歴史Ⅱ(必)

技術と人間(必)

技術と社会(必)

特別体育(必)

ドイツ語Ⅰ(必) ドイツ語Ⅱ(選必) ドイツ語Ⅲ(選必)

中国語Ⅰ(選必) 中国語Ⅱ(選必)

社会学(選必)

経済学(選必)

哲学(選必)

法学(選必)

人類学(選必)

心理学(選必)

 

 

2.(2)

2.(1)

2.(2)

2.(1) 応用数学A
(必)

応用数学C
(選)

解析Ⅰ(必)

材料力学Ⅱ(必)

制御工学
(選)

機械工作法Ⅰ(必) 機械工作法
Ⅱ(必)

機械力学
Ⅱ(選)

伝熱工学
(必)

熱力学(必)

設計法Ⅱ
(選必)

材料力学Ⅰ(必)

水力学(必)

自動制御
Ⅰ(必)

機械力学
Ⅰ(必)

材料学Ⅰ(必)

情報処理
Ⅲ(必)

弾塑性学
(選)

情報処理Ⅰ(必)

工業力学(必)

機械工学
概論(必)

設計法Ⅰ(必)

流体力学
(必)

自動制御
Ⅱ(必)

材料学Ⅱ(必)

ロボット工
学(選必)

計算力学
(選必)

解析Ⅲ(必)

応用物理Ⅱ(必)

基礎数学
Ⅰ(必)

基礎数学
Ⅱ(必)

基礎数学
Ⅲ(必)

代数幾何(必)

解析Ⅱ(必)

基礎科学
(必)

応用数学B
(必)

応用数学D
(選)

物理学Ⅱ(必)
物理学
Ⅰ(必)

物理学
Ⅲ(必)

応用物理
Ⅰ(必)

応用物理
Ⅲ(選)

基礎化学(必) 化学(必) 数学演習A
(選必)
数学演習B
(選必)

生物学(選必)
地学(選必)

情報処理Ⅱ(必)

新素材(必)

設計工学
(選必)

流体機械
(選)

機構学(必)

熱機関
(選)

数学特論
(選)

アクチュ
エータ学
(選必)  
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資料５－１－①－８（２／２） 
 

2.(3)

3.(1)

3.(2)

4

3.(3)

2.(2)

2.(3)

3.(1)

3.(2)

4

3.(3)

2.(2)

卒業研究(必)

卒業研究(必)

総合英語演習Ⅰ(選必) 総合英語演習Ⅱ(選必)

国語(必)国語(必) 国語(必) 国語(必) 国文学特論
(選)

英語A(必) 英語A(必)

英語B(必) 英語B(必)

英語演習(必)

英会話Ⅰ(必)

工学実験(必) 工学実験(必) 工学実験(必) 工学実験(必)

製作実習(必)

電気回路
(必)

電子回路
(必)

マイコン制
御(必選)

論理回路
(選)

計測工学
(必)

センサ工学
(必選)

論文作成
技法(選)

図学製図(必) 設計製図Ⅰ(必) 設計製図Ⅱ(必)

工学演習
Ⅰ(必)

工学演習
Ⅱ(必)

工学実験
(必)

製作実習
(必)

製作実習
(必)

製作実習(必)

数理計画
法(選)

学外実習
(選)

工業英語(選)

英語特論(選)

電気工学
実験(必)

一般特別研究
(必)

英会話Ⅱ(選必) 英会話Ⅲ(選必)

学外実習
(選)  

（出典 JABEE認定・認証評価推進委員会資料） 
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資料５－１－①－９（１／２） 

後期前期後期前期後期前期後期前期後期前期

準学士課程5年準学士課程4年準学士課程3年準学士課程2年準学士課程1年

1.(3)

1.(2)

1.(1)

授　　業　　科　　目　　名学習

・

教育

目標 後期前期後期前期後期前期後期前期後期前期

準学士課程5年準学士課程4年準学士課程3年準学士課程2年準学士課程1年

1.(3)

1.(2)

1.(1)

授　　業　　科　　目　　名学習

・

教育

目標

保健体育(必) 保健体育(必)

学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ(電気電子工学科）

保健体育(必)保健体育(必)保健体育(必)

美術(必)

音楽(必)

歴史Ⅰ(必)

人文地理(必)

歴史Ⅱ(必)

技術と人間(必)

技術と社会(必)

特別体育(必)

ドイツ語Ⅲ(選必)

中国語Ⅱ(選必)

哲学(選必)

法学(選必)

人類学(選必)

心理学(選必)

ドイツ語Ⅱ(選必)

中国語Ⅰ(選必)

社会学(選必)

経済学(選必)

ドイツ語Ⅰ(必)

 

 

2.(2)

2.(1)

2.(2)

2.(1) 応用数学C
(必)

解析Ⅰ(必)

解析Ⅲ(必)

応用物理Ⅱ(必)

基礎数学
Ⅰ(必)

基礎数学
Ⅱ(必)

基礎数学
Ⅲ(必)

代数幾何(必)

解析Ⅱ(必)

基礎科学
(必) 物理学Ⅱ(必)

物理学
Ⅰ(必)

物理学
Ⅲ(必)

応用物理
Ⅰ(必)

応用物理
Ⅲ(選)

基礎化学(必) 化学(必) 数学演習A
(選必)
数学演習B
(選必)

生物学(選必)
地学(選必)

応用数学D
(選)

応用数学A
(必)

応用数学B
(必)

電気磁気学Ⅲ(選)電気磁気学Ⅰ(必)

工学基礎演習(必)

電気磁気学Ⅱ(必)

電気回路Ⅰ(必) 電気回路Ⅱ(必)

電子工学(必)

電子回路Ⅱ(選必)

回路網理論(選)電気回路Ⅲ(必)

電子回路Ⅰ(必)

電気電子材料(必)電子デバイス(必)

自動制御
Ⅰ(必)

自動制御
Ⅰ(必)

自動制御
Ⅱ(選必)

情報通信
Ⅰ(選)

高周波工学(必)

情報通信Ⅱ(選必)

情報工学
(選必)

電気機器(必) ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛ
ﾆｸｽ(選必)

電気設計
(選必)

電気法規
(選必)

送配電工学(選必)

高電圧大電流工学(選)

ｴﾈﾙｷﾞｰ発生工学(必)

ｼｽﾃﾑ工学
(選必)

機械工学
概論(選必)

電気電子工学概論
(必)
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資料５－１－①－９（２／２） 
 

2.(3)

3.(1)

3.(2)

4

3.(3)

2.(2)

2.(3)

3.(1)

3.(2)

4

3.(3)

2.(2)

国語(必)国語(必) 国語(必) 国語(必)
国文学特論
(選)

国語(必)国語(必) 国語(必) 国語(必)
国文学特論
(選)

機械工作
実習(必)

学外実習
(選)

総合英語演習Ⅱ(選必)英語A(必) 英語A(必)

英語B(必) 英語B(必)

英語演習(必)

英会話Ⅰ(必)

英語特論(選)

英会話Ⅱ(選必) 英会話Ⅲ(選必)

総合英語演習Ⅰ(選必) 総合英語演習Ⅱ(選必)英語A(必) 英語A(必)

英語B(必) 英語B(必)

英語演習(必)

英会話Ⅰ(必)

英語特論(選)

英会話Ⅱ(選必) 英会話Ⅲ(選必)

総合英語演習Ⅰ(選必)

一般特別研究
(必)

卒業研究(必)

電気電子工学実験(必)電気電子工学実験(必)
電気電子工
学実験(必)

電気電子工学実験(必)

電気電子
製図(必)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ
実習(必)

電気電子工学概論

電気電子工学
課題研究(必)

卒業研究(必)
電気電子工学
課題研究(必)

卒業研究(必)
電気電子工学
課題研究(必)

学外実習(選)

電気計測(必)

情報処理
演習(必)

情報処理(必) 工学基礎演習(必)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ工学
Ⅰ(必)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ工学Ⅰ(必)
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ工学
Ⅰ(必)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ実習
(必)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ工学Ⅱ(選)

 
（出典 JABEE認定・認証評価推進委員会資料） 
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資料５－１－①－10（１／２） 

後期前期後期前期後期前期後期前期後期前期

準学士課程5年準学士課程4年準学士課程3年準学士課程2年準学士課程1年

1.(3)

1.(2)

1.(1)

授　　業　　科　　目　　名学習

・

教育

目標 後期前期後期前期後期前期後期前期後期前期

準学士課程5年準学士課程4年準学士課程3年準学士課程2年準学士課程1年

1.(3)

1.(2)

1.(1)

授　　業　　科　　目　　名学習

・

教育

目標

学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ(電子制御工学科）

保健体育(必) 保健体育(必)保健体育(必)保健体育(必)保健体育(必)

美術(必)

音楽(必)

歴史Ⅰ(必)

人文地理(必)

歴史Ⅱ(必)

技術と人間(必)

技術と社会(必)

特別体育(必)

ドイツ語Ⅰ(必) ドイツ語Ⅱ(選必) ドイツ語Ⅲ(選必)

中国語Ⅰ(選必) 中国語Ⅱ(選必)

社会学(選必)

経済学(選必)

哲学(選必)

法学(選必)

人類学(選必)

心理学(選必)

 
 

2.(2)

2.(1)

2.(2)

2.(1)

設計工学(必)

材料力学Ⅱ(必)

制御工学Ⅰ(必)

電子計算機Ⅱ(必)

光応用工(必)

電子回路Ⅱ(必)

制御工学Ⅱ(必)

制御機器(必)

計算機制御工学
(必)

材料力学Ⅰ(必)

電子工学Ⅰ(必)

電磁気学Ⅱ(必)

機械力学(必)

製図(必)

電磁気学Ⅰ(必)

情報処理(必)プログラミング
技法(必)

計測工学(必)

電子計算機Ⅰ(必)

電気回路Ⅰ(必)

工学概論(必)

電子工学Ⅱ(必)
機械制御入門

(必)

電子回路Ⅰ(必)

電気回路Ⅱ(選)

工業解析(選)

精密工学(選)

情報工学(選)

ロボット工学(選)

システム工学(選)

応用数学A
(必)

応用数学C
(選)

解析Ⅰ(必)

解析Ⅲ(必)

応用物理Ⅱ(必)

基礎数学
Ⅰ(必)

基礎数学
Ⅱ(必)

基礎数学
Ⅲ(必)

代数幾何(必)

解析Ⅱ(必)

基礎科学
(必)

応用数学B
(必)

応用数学D
(選)

物理学Ⅱ(必)
物理学
Ⅰ(必)

物理学
Ⅲ(必)

応用物理
Ⅰ(必)

応用物理
Ⅲ(選)

基礎化学(必) 化学(必) 数学演習A
(選必)
数学演習B
(選必)

生物学(選必)
地学(選必)

数学特論
(選)
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資料５－１－①－10（２／２） 

2.(3)

3.(1)

4

3.(3)

3.(2)

2.(3)

3.(1)

4

3.(3)

3.(2)

卒業研究(必)

卒業研究(必)

実験実習(必) 実験実習(必) 実験実習(必) 実験実習(必)

製図(必)

国語(必)国語(必) 国語(必) 国語(必) 国文学特論
(選)

総合英語演習Ⅰ(選必) 総合英語演習Ⅱ(選必)英語A(必) 英語A(必)

英語B(必) 英語B(必)

英語演習(必)

英会話Ⅰ(必)

英語特論(選)

英会話Ⅱ(選必) 英会話Ⅲ(選必)

一般特別研究
(必)

学外実習
(選)

学外実習
(選)

（出典 JABEE認定・認証評価推進委員会資料） 
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資料５－１－①－11（１／２） 

後期前期後期前期後期前期後期前期後期前期

準学士課程5年準学士課程4年準学士課程3年準学士課程2年準学士課程1年

1.(3)

1.(2)

1.(1)

授　　業　　科　　目　　名学習

・

教育

目標 後期前期後期前期後期前期後期前期後期前期

準学士課程5年準学士課程4年準学士課程3年準学士課程2年準学士課程1年

1.(3)

1.(2)

1.(1)

授　　業　　科　　目　　名学習

・

教育

目標

学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ(情報工学科）
◎：必修科目，○：選択必修科目，●：選択科目

技術と人間(必)

技術と社会(必)

歴史Ⅰ(必) 歴史Ⅱ(必) 人文地理(必)

ドイツ語Ⅰ(必) ドイツ語Ⅱ(選必) ドイツ語Ⅲ(選必)

中国語Ⅰ(選必) 中国語Ⅱ(選必)

人類学(選必)

心理学(選必)

経済学(選必)

社会学(選必) 哲学　(選必)

法学　(選必)

音楽(必)

美術(必)

保健体育(必) 保健体育(必) 保健体育(必) 保健体育(必) 保健体育(必)

特別体育(必)

 
 

2.(2)

2.(1)

2.(2)

2.(1)

制御工学(必)

数理計画法(選)

信号処理工学(選)

画像情報システム(選)

人工知能(必)

オブジェクトプログラミング(必)

オペレーティング・システム
(必)

半導体工学(必)

計測工学(必)

コンピュータ演習(必)

コンピュータ入門(必)

プログラミング演習Ⅰ(必)

プログラミング言語(必)

情報数学(必)

プログラミング演習Ⅱ(必)

データ構造アルゴリズム(必)

電磁気学Ⅱ(必) 情報通信システム(必)

ソフトウェア設計(必)

情報理論(必)

シミュレーション工学(必)

知能システム(選)

分散情報システム(選)

情報機器(選)

電磁気学Ⅰ(必)

基礎数学
Ⅰ(必)

基礎数学
Ⅱ(必)

基礎数学
Ⅲ(必)

物理学
Ⅰ(必)

基礎科学
(必)

基礎化学(必) 化学(必)

物理学Ⅱ(必)

解析Ⅰ(必)

代数幾何(必)

解析Ⅱ(必)

物理学Ⅲ(必)

解析Ⅲ(必)

応用物理
Ⅰ(必)

応用物理
Ⅱ　(必)

応用数学A
(必)

応用数学B
(必)

応用数学C
(必)

数学特論
(選)

応用物理
Ⅲ　(選)

数学演習A　
(選必)

数学演習B　
(選必)

生物学(選必)
地学(選必)
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資料５－１－①－11（２／２） 
 

2.(3)

3.(1)

3.(2)

4

3.(3)

2.(2)

2.(3)

3.(1)

3.(2)

4

3.(3)

2.(2)

課題実験(必) 卒業研究(必)

実験･実習(必)

計算機インターフェース(必)

電子計算機Ⅱ(必)

電子回路(必)

学外実習(選)

工業英語(必)

論理回路(必)

電子計算機Ⅰ(必)

電気回路(必)

計算機システム(必)

計算機制御
工学(選)

ドキュメント
書法(必)

実験･実習(必)実験･実習(必) 実験・実習(必)

一般特別研究(必)

英語A (必)

英語B (必) 英語B (必)

英語A (必)

英会話Ⅰ(必)

英語演習(必) 総合英語演習Ⅰ(選必)

英会話Ⅱ(選必)

総合英語演習Ⅱ(選必)

英会話Ⅲ(選必)

英語特論(選)

国語(必) 国語(必) 国語(必) 国語(必)
国文学
特論(選必)

学外実習
(選)

 
（出典 JABEE認定・認証評価推進委員会資料） 
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資料５－１－①－12（１／２） 

後期前期後期前期後期前期後期前期後期前期

準学士課程5年準学士課程4年準学士課程3年準学士課程2年準学士課程1年

1.(3)

1.(2)

1.(1)

授　　業　　科　　目　　名学習

・

教育

目標 後期前期後期前期後期前期後期前期後期前期

準学士課程5年準学士課程4年準学士課程3年準学士課程2年準学士課程1年

1.(3)

1.(2)

1.(1)

授　　業　　科　　目　　名学習

・

教育

目標

学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ(環境都市工学科）

保健体育(必) 保健体育(必)保健体育(必)保健体育(必)保健体育(必)

美術(必)

音楽(必)

特別体育(必)

歴史Ⅰ(必)

人文地理(必)

歴史Ⅱ(必)

ドイツ語Ⅰ(必) ドイツ語Ⅱ(選必) ドイツ語Ⅲ(選必)

中国語Ⅰ(選必) 中国語Ⅱ(選必)

社会学(選必)

経済学(選必)

哲学(選必)

法学(選必)

人類学(選必)

心理学(選必)

技術と人間(必)

技術と社会(必)

 

 

2.(2)

2.(1) 応用数学A
(必)

応用数学C
(必)

応用数学B
(必)

応用物理Ⅰ
(必)

応用物理Ⅱ
(必)

応用数学D
(必)

環境都市工
学概論(必)

図学(必)

構造力学Ⅰ(必) 構造力学Ⅰ(必) 構造力学
Ⅱ(必選)

材料学(必)

橋工学(必)

基礎演習Ⅰ
(構力)(必)

設計製図Ⅰ
（擁壁）(必)

設計製図Ⅱ
（RC橋）(必)

橋構造(必選)

ｺﾝｸﾘｰﾄ構
造Ⅰ(必選)

景観工学
(選)

土質力学
(必)

土質力学 (必) 地盤工学
(選)

防災工学
(選)

耐震工学
(必選)

構造力学
Ⅰ(必)

ｺﾝｸﾘｰﾄ構
造Ⅱ(必選)

構造力学
Ⅱ(必選)

都市工学設
計製図(鋼橋)
(必選)

基礎演習Ⅲ
(土質)(必)

水工学(必選)水理学 (必) 水理学 (必)

基礎演習Ⅱ
(水理)(必)

計測通論
(必)

ｺﾝｸﾘｰﾄ工学(必)

解析Ⅰ(必)

解析Ⅲ(必)

基礎数学
Ⅰ(必)

基礎数学
Ⅱ(必)

基礎数学
Ⅲ(必)

代数幾何(必)

解析Ⅱ(必)

基礎科学
(必)

物理学Ⅱ(必)
物理学
Ⅰ(必)

物理学
Ⅲ(必)

基礎化学(必) 化学(必)
数学演習A
(選必)
数学演習B
(選必)

生物学(選必)
地学(選必)
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 資料５－１－①－12（２／２） 
 

2.(3)

測量学(必) 測量学(必) 測量学(必)
測量ﾘﾓｰﾄ
ｾﾝｼﾝｸﾞ(選)

都市ｴﾈﾙ
ｷﾞｰ工学
(選)

生態環境
工学(必選)

水環境学Ⅱ
(必選)

環境計画
学(必選)

上下水道工学(必)

水環境学
Ⅰ(必)

廃棄物
管理(選)

都市交通
工学(必)

学外実習
(選)

環境工学
実験(必選)

基礎実験Ⅱ
(水理)(必)

都市工学実
験(構造)(必

選)

測量実習
(必)

地域計
画学(必)

環境工学
概論(必)

環境ｱｾｽﾒﾝﾄ
(必選)

基礎実験Ⅲ
（土質)(必)

基礎実験
Ⅰ

(材料)(必)

測量実習(必)

 

4

3.(3)

3.(2)

3.(1)

情報処
理

入門(必)

情報処理
入門(必)

情報処理
Ⅰ(必)

情報処理
Ⅱ(必)

情報処理
Ⅲ(必)

卒業研究（必）

卒業研究（必）

卒業研究（必）

数値解析(選)

国語(必)国語(必) 国語(必) 国語(必) 国文学特論
(選)

総合英語演習Ⅰ(選必) 総合英語演習Ⅱ(選必)英語A(必) 英語A(必)

英語B(必) 英語B(必)

英語演習(必)

英会話Ⅰ(必)

英語特論(選)

英会話Ⅱ(選必) 英会話Ⅲ(選必)

一般特別研究
(必)

学外実習
(選)

 
（出典 JABEE認定・認証評価推進委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 
 低学年で一般科目の多くを配置し，高学年になるに従って専門科目を増やしていく授業配置は，中

学卒業後の５年間で専門的な科学技術を修得するのに適した配置となっている。 

 また，資料５－１－①－８～12より，各学科とも学習・教育目標の細項目を達成するのに適した体

系性を持った授業科目の流れとなっている。 

 
 
観点５－１－②： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課

程の編成（例えば，他学科の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，

インターンシップによる単位認定補充教育の実施専攻科教育との連携等が考

えられる。 

（観点に係わる状況） 
 学生の多様なニーズに応えるために，本校以外の教育施設における学習に関する規程が定められて

おり，学生便覧に掲載することで学生への周知も図っている（資料５－１－②－1）。実施例として，

長岡技術科学大学が実施しているインターネットを利用した遠隔授業（ウェブ講義）があげられる（資

料５－１－②－２）。対象学生は準学士課程４年以上（専攻科課程生を含む）であり，平成17年度[１

学期分]の講義に申し込んだ学生は準学士課程に在籍する４名で，実際に受講した学生は２名である

（資料５－１－②－３）。受講学生は学修単位認定申請書（資料５－１－②－４）を提出し教務委員会

で審議の上，単位が認定される。 

この他にも，準学士課程の４学年を対象とした学外実習（インターンシップ）について明文化され

ており，学生便覧及び各学科のシラバスに記載されている（資料５－１－②－５），（資料５－１－②

－６）。平成17年度の実施状況の資料を資料５－１－②－７に示す。選択科目にも拘わらず各学科の

多くの学生が履修している。 
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資料５－１－②－１ 
本校以外の教育施設における学習に関する規程 

 
 

 
（出典 平成 17年度学生便覧 81頁） 



木更津工業高等専門学校 基準５ 

- 196 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料５－１－②－２（１／２） 
本校以外の教育施設における学習の例 
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資料５－１－②－２（２／２） 
 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－１－②－３ 
本校以外の教育施設における学習の実施例 

 

 
（出典 学生課資料） 
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資料５－１－②－４ 
本校以外の教育施設における学修単位認定申請書 

 

 
（出典 学生課資料） 
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資料５－１－②－５ 
学外実習に関する資料 

 

 
（出典 平成 17年度学生便覧 ８～９頁） 
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資料５－１－②－６ 
学外実習のシラバス 

 

 

（出典 平成１７年度シラバス 電子制御工学科編 35頁） 
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資料５－１－②－７ 
学外実習（インターンシップ）実施状況 

 

 
（出典 学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 
 学生の多様化するニーズに合わせて，他の教育機関の授業を受講することを認めている。その結果，

少数ではあるが，この仕組みを利用して単位を取得した学生が存在する。また，学校の授業では得ら

れない実務経験を得る機会として４学年時にインターンシップを選択科目として設け，積極的に参加

するように指導している。その結果，多くの学生がこの機会を生かして，企業での実務を体験してい

る。 
 
 
観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが

適切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされて

いるか。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド

型授業，情報機器の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮等が考えられる）。 
（観点に係わる状況） 
 資料５－１－①－７～11に示したように，各学科とも教育の目的達成を考慮した授業配置をとり，

その授業形態は講義，演習，実験・実習に分類できる。 

 学習・教育目標にもある専門分野の修得とものづくりに必要な力を身につけるためには，専門科目

の講義はもちろんだが，卒業研究を含む実験・実習を通じて専門分野の工学的現象及び問題を解析又

は解く力を育成する必要がある。そのような観点から，各学科とも必修科目として実験・実習の科目

を１学年から４学年までを通して配置し，５学年には卒業研究を配置している（資料５－１－①－２

～６）。その他，演習系の授業を高学年に多く配置することによって，講義で身につけた知識を確かな

ものとする配慮がなされている。例として，英語の授業をみた場合，１学年及び２学年で講義が配置

され，３学年以降は演習（英会話を含む）が配置されており（資料５－１－①－２～６），講義と演習

のバランスが適切になるように配慮されている。 

 特別な学生に対する配慮として，３年次に編入してくる留学生の日本語の読解力と作文能力の向上

を目的とした，「日本語Ⅰ」，「日本語Ⅱ」，「日本語Ⅲ」を開講している（資料５－２－①－１）,（資

料５－２－①－２）,（資料５－２－①－３）。 
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資料５－２－①－１ 
日本語Ⅰのシラバス 

 

 

（出典 平成１７年度シラバス 一般科目（各科共通） 99頁） 
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資料５－２－①－２ 
日本語Ⅱのシラバス 

 

 
（出典 平成１７年度シラバス 一般科目（各科共通） 100頁） 

 



木更津工業高等専門学校 基準５ 

- 206 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料５－２－①－３ 
日本語Ⅲのシラバス 

 

 
（出典 平成１７年度シラバス 一般科目（各科共通） 101頁） 
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（分析結果とその根拠理由） 
 教育の目的を達成するために講義，演習，実験・実習が適切に組み合わされており，授業形態のバ

ランスは適切なものとなっている。また，留学生の日本語能力の向上を目的とした講義を開設するな

ど特別な学生に対する配慮がなされている。 
 
 
観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って適切なシラバスが作成され活用されているか。 
（観点に係わる状況） 
 教育課程表は教育方針に基づいて組織的に授業科目を配置したものであり，シラバスは教育課程表

の中の各授業について担当教員が授業内容に関する詳細な情報を示したものであるということがシラ

バスの最初のページ「シラバスの利用法」（資料５－２－②－１）に記載され，学生に周知されている。 

授業担当者は，教務委員会，ファカルティ・ディベロップメント推進委員会（以下「FD推進委員会」

という。）及びJABEE認定推進委員会がとりまとめた「授業担当者の手引き－平成17年度版－」（資料

５－２－②－２）に基づいて，シラバスの作成，授業評価アンケートの実施，事後シラバスの作成を

行っており，非常勤講師を含めた全教員が教育課程に沿った適切なシラバスの作成と活用を行ってい

る。 
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資料５―２－②―１ 
シラバスの利用法 

 

 
（出典 シラバス平成１７年度 一般科目（各科共通）） 
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資料５－２－②－２ 

「授業担当者の手引き－平成１７年度版－」（表紙） 

 

（出典 教務委員会，FD推進委員会，JABEE認定推進委員会資料,現地閲覧資料６） 
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（分析結果とその根拠理由） 
 シラバスの最初のページにシラバスの利用方法が記載されており，学生がシラバスを活用すること

を促す形となっている。また，シラバスの作成方法及び活用方法の詳細が「授業担当者の手引き－平

成 17 年度版－」に示されており，全教員が教育課程に沿った適切なシラバスの作成と活用を行って
いる。 
 
 
観点５－２－③： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行

われているか。 
（観点に係わる状況） 

本校では，学生の創造力を育む教育方法として，各学科とも５学年の必修科目である卒業研究を重

要視している。卒業研究において各教員の下で研究を行うことで学生の創造力を育んでいる（資料５

－２－③－１）。この他にも，３学年で必修科目として開講されている一般特別研究（資料５－２－③

－２）,（資料５－２－③－３）は，人文学系及び基礎学系の教員が各々の専門分野に関連する研究テ

ーマを学生に提示し，学生が自主的に研究し、結果を論文の形にまとめる。最終的には学内で口頭発

表するという形式をとっており，学生の創造性を養成する教育方法となっている。また，観点５－１

－②で述べたように，４学年に選択科目として「学外実習」（インターンシップ）が開設されており，

学生が会社での貴重な経験をする機会を設けている。 
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資料５－２－③－１（１／３） 
卒業研究のシラバス 
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資料５－２－③－１（２／３） 
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資料５－２－③－１（３／３） 
 

 
 

（出典 平成 17年度シラバス） 
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資料５－２－③－２ 
一般特別研究のシラバス 

 
（出典 平成１７年度シラバス 一般科目（各学科共通） 49頁） 
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資料５－２－③－３ 

一般特別研究に関する書籍 

 

（出典 「探求心に火を付ける」，現地閲覧資料７） 
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（分析結果とその根拠理由） 
 主に卒業研究が創造力を育む授業として位置づけられ,各教員が指導を行っている。その他にも，

人文・基礎学系の教員が一般特別研究を通して創造力を育む教育を行っている。インターンシップは

終了後にレポートを作成し，報告会を行うことで，新しく得た知識と経験を整理すると共に他の学生

へ伝える機会を設けるといった活用を行っている。 

 

 

観点５－３－①：  成績評価・単位認定規程や進級・卒業認定規程が組織として策定され，学

生に周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，

進級認定，卒業認定が適切に実施されているか。 

（観点に係わる状況） 

 成績評価・単位認定,進級（各学年の修了）,再履修及び卒業の認定について学業成績審査規程が定

められており，「学生便覧」に記載されている（資料５－３－①－１）。この他にも同様の内容が分か

り易く詳細に記述された「学習案内」が「学生便覧」（資料５－３－①－２）に記載されており，学生

への周知がなされている。また，各授業の評価方法は明確に定められシラバス（資料５－３－①－３）

に記載されており，学生への周知がなされている。また，教員は定期試験終了から１週間後に成績を

教務係に提出することとなっており，この間に各教員は答案の返却を行い，成績に対する学生の異議

申し立てを受け付けている。修了認定会議及び卒業認定会議は原則として全教員が参加して行い（資

料５－３－①－４），修了認定及び卒業認定は，成績審査（修了認定）会議資料（現地閲覧資料８）及

び成績審査（卒業認定）会議資料（現地閲覧資料９）に基づいて学業成績審査規程に従って行われて

いる。 
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資料５―３－①―１（１／２） 
学業成績審査規程 
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資料５―３－①―１（２／２） 

 
（出典 平成 17年度学生便覧 78～80頁） 
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資料５―３－①―２ 
平成１７年度学生便覧の目次 

 
（出典 平成１７年度学生便覧，現地閲覧資料 10） 



木更津工業高等専門学校 基準５ 

- 220 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５―３－①―３ 
平成 17年度シラバスの読み方 

 
 

（出典 平成 17年度シラバス一般科目（各学科共通），現地閲覧資料 11） 
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資料 基準５―３－①―４ 
準学士課程修了認定会議の通知メール（全教員宛） 

 
 

準学士課程卒業及び専攻科課程修了認定会議の通知メール（全教員宛） 

 
（出典 学内向け事務連絡メール） 
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（分析結果とその根拠理由） 
学業成績審査規程により，成績評価・単位認定,進級,再履修及び卒業の認定についての規定が明確

に定められており，学生便覧に記載されている。同様の内容を学生にも分かりやすくしたものとして

「学習案内」が学生便覧に記載されており，学生への周知がなされている。また，定期試験終了から

成績提出までに１週間の期間を設け，学生の異議申し立てを受け付ける配慮がなされている。修了認

定会議及び卒業認定会議は原則として全教員が参加して行い，学業成績審査規程に従って厳正に行わ

れている。 

 

 

観点５－４－①： 教育課程の編成において，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされる

よう配慮されているか。 

（観点に係わる状況） 

本校では，学級担任を担当する教員に対して「学級担任の手引き」を配付している。学級担任の手

引きには，クラス運営に係わる様々な事柄に対する注意事項が記載されており，学級運営を適切に行

うための資料として活用されている（資料５－４－①－１）。 

１～３学年までは週１時間の特別活動（ＨＲ）の時間を設けている（資料５－４－①－２）。特別活

動は学級担任が中心となって「学級担任の手引き」を参考にし，生活指導，成績指導，諸連絡，環境

整備（学内及び周辺の清掃），スポーツ，ビデオ鑑賞等を企画し実施している（資料５－４－①－３）。

その他，１学年のはじめの段階で仲間作り，高専生活への適応と心身の鍛練を目標とした新入生合宿

研修（資料５－４－①－４），１～５学年を対象に心身の鍛練を目的とした球技大会，体育祭及びマラ

ソン大会（資料５－４－①－５）,（資料５－４－①－６），（資料５－４－①－７）,２学年を対象に

団体行動と心身の鍛練を目的としたスキー合宿（資料５－４－①－８），１～５学年を対象に広い教養

を身につけることを目的とした文化デー（資料５－４－①－９）を実施している。４学年を対象に各

学科で工場見学を含む見学旅行を計画し，実社会における技術を見学する機会を設けている（資料５

－４－①－10）。 
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資料５－４－①－１ 

学級担任の手引き 

 

 

（出典 学級担任の手引き，現地閲覧資料12） 
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資料５－４－①－２ 
平成１７年度前期授業時間割表 

 
（出典 学生課資料） 
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資料５－４－①－３（１／２） 

環境都市工学科 第　　1　学年

回数 月　　日 場　所

１ 　 4月　14日
図書館ホール

２ 　4月　21日
鴨川青年の家

３ 　4月　28日

４ 　5月　12日
図書館ホール

５ 　5月　19日

６ 　5月　26日

７   6月　 2日

８  6月 　9日

９ 　6月　16日
図書館ホール

１０ 　6月　23日

１１ 　6月　30日

１２ 　7月　7日
グランド

１３ 　7月　14日

１４ 　9月　1日

１５ 　9月　8日

１６ 　9月　15日

１７ 　　月　　日

１８ 　　月　　日

１９ 　　月　　日

　　月　　日
注． 場所の欄には、教室以外の場所を使用する場合記入して下さい。

担任指導（夏季休業中の反省）

学園祭クラス企画準備

学園祭クラス企画準備

担任指導（学園祭クラス企画の話し合い）

担任指導（学園祭クラス企画の話し合い）

環境整備

夏季休業前の指導

学園祭企画の話し合い

中間試験の事前指導

中間試験

1年合同HR／エイズ講話

　　　平成17年度前期特別活動実施記録

活　動　内　容

球技大会の打ち合わせ

1年合同HR／ネチケットについての指導

合宿研修の反省

新入生合宿研修

1年合同HR／新入生合宿研修準備
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資料５－４－①－３（２／２） 

環境都市工学科 第　　1　学年

回数 月　　日 場　所

１ 　10月　6日

２ 　10月　13日

３ 　10月　20日

４ 　10月　17日

５ 　11月　10日 グランド・体育館

６ 　11月　17日 グランド・体育館

７ 　11月　24日

８ 　12月　1日 図書館ホール

９ 　12月　8日

１０ 　12月　15日

１１ 　12月　22日

１２ 　1月　12日

１３ 　1月　19日 グランド・体育館

１４ 　2月　2日 図書館ホール

１５ 　2月　9日 図書館ホール

１６ 　3月　2日 つくば土木研究所

１７ 　　月　　日

１８ 　　月　　日

１９ 　　月　　日

注． 場所の欄には、教室以外の場所を使用する場合に記入して下さい。

1年合同HR/講演「だまされないぞ」

中間試験

担任指導（ロボコンビデオ）

担任指導（冬休みの諸注意等）

担任指導（タバコの害についてビデオ）

1,2年環境都市工学科対抗球技大会

1年合同HR/交通講話「ビデオ」

1年合同HR/OB講演「南極の話」

校外見学学習

1年合同HR/球技大会

担任指導

　　　平成17年度後期特別活動実施記録

学園祭クラス企画準備

環境整備

学園祭クラス企画準備

活　動　内　容

学園祭クラス企画準備

1年合同HR/球技大会

 

（出典 学生課資料） 
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資料５－４－①－４ 
平成17年度新入生合宿研修 実施報告書 

 

 
（出典 学生課資料） 
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資料５－４－①－４つづき 

 
 

資料５－４－①－５ 
球技大会計画書 

 

 
（出典 学生課資料） 
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 資料５―４－①―６ 
平成１７年度 体育祭プログラム 

 
（出典 学生課資料） 
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資料５―４－①―７ 
平成１７年度 マラソン大会実施要項 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５―４－①―８ 
平成１７年度スキー合宿研修実施報告書 

 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５―４－①―９ 
平成17年度の文化デーに関する資料 

 

（出典 学生課資料） 
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資料５―４－①―10 
平成１７年度 4学年見学旅行日程一覧表 

 
（出典 学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 １～３学年は週１時間の特別活動（HR）の時間を設け，様々な活動を通して人間の素養の涵養がな

されるように配慮されている。その際，活動内容の偏りをなくすため，学級担任は「学級担任の手引

き」をもとにバランスの良い活動計画をたてている。この他にも，新入生合宿研修，球技大会，体育

祭，マラソン大会，スキー合宿，文化デー，見学旅行といった多くの行事が実施されている。 

 

 

観点５－４－②： 教育の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵

養が図られるよう配慮されているか。 

（観点に係わる状況） 

 生活指導面では学生主事，３名の学生主事補及び各学科・学系の代表となる学生委員によって構成

される学生委員会（資料５－４－②－１）が中心となり，学級担任及び他の教員と協力して指導に当

たっている。また，「学級担任の手引き」（資料５－４－①－１）には，学級担任の役割，基本姿勢，

各学年の指導上のポイント及び学生の健康管理と事故防止に関する指導に関して記述されている。学

級担任はこれらの内容を参考にしてきめ細かい生活指導を行っている。 

 また，各学科・学系から１名と学生課長及び学生課職員（看護師）で構成される学生相談室委員会

（資料５－４－②－２）が組織されており，学校生活に係わる様々な不安，家庭問題や健康問題に不

安を感じる学生の相談に乗っている。この他，毎週１日（火曜日）カウンセラーが来校し学生の相談

に乗っており，平成17年度の相談件数は延べ人数で239件であった（資料５－４－②－３）。この他，

交通安全教育の一環として，車両通学を許可された学生は車両通学生組織（略称 STG）に参加し（資

料５－４－②－４），学生主事，主事補とSTG指導教員が実施する安全運転教習を受けることが義務づ

けられている（資料５－４－②－５）。 

 本校には，学生組織としての学友会が存在し，学友会規約（資料５－４－②－６）に基づいて活発

な課外活動を行っている。学友会には文化部(10)，運動部(20)及び同好会(15)が結成され指導教員の

下活動を行っている（資料５－４－②－７）。具体的な活動状況を示す資料として施設使用予定及び活

動予定表を示す（資料５－４－②－８）。ただし、届出は任意である。 
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資料５－４－②－１ 

平成17年度学生委員会委員メンバー 

委員会名 委員名 
学生委員会 高遠（主事）,岩崎（主事補）,丸山（主事補）,青木（主事補）,金子（基）,

鈴木（M）, 石川（C）,室井（人）,石井（E）,大橋（D），米村（J） 
（出典 平成 17年度学内役職員一覧） 

資料５－４－②－２ 
平成17年度学生相談室委員会委員メンバー 

委員会名 委員名 
学生相談室

委員会 
中村（室長）,学生課長 ,高橋（基）,小田（M）, 青木（C）,室井（人）,    

大澤（E）,鈴木（D），大枝（J）,柳沢（学） 
（出典 平成 17年度学内役職員一覧） 
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資料５－４－②－３ 
平成17年度の学生相談件数 
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資料５－４－②－４ 
車両通学生組織（STG）に関する要領 

 
（出典 平成 17年度学生便覧 112頁） 
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資料５－４－②－５ 
安全運転講習会の実施に関する資料 

 
（出典 学生課資料） 
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資料５－４－②－６ 
学友会活動の概要 

 

（出典 平成 17年度学生便覧 125頁） 
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資料５－４－②－７ 
学友会に所属するクラブと同好会の一覧 

 
（出典 平成 17年度学生便覧 170頁） 
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資料５－４－②－８（１／２） 
クラブ活動の予定表 
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（分析結果とその根拠理由） 

 生活指導面では担任を中心とした学生支援体制が整っており，学生の指導上の要点をマニュアル化

した「学級担任の手引き」を活用してきめ細かい生活指導を行っている。悩みや不安を抱える学生に

対しては，学生相談室委員が組織されると共にカウンセラーが週１回来校し，学生の相談に乗ること

で不安や悩みの解消に努めている。この他にも，通学で車両を使用する学生に対して実技講習を義務

づけて交通安全に関する知識と技術を身につけてもらい安全に通学できるよう配慮している。また，

である学友会が存在し，規約に従って活発な課外活動がなされている。 

資料５－４－②－８（２／２） 

 

（出典 学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 生活指導面では学級担任を中心とした学生支援体制が整っており，学生の指導上の要点をマニュア

ル化した「学級担任の手引き」を活用してきめ細かい生活指導を行っている。悩みや不安を抱える学

生に対しては，学生相談室委員が組織されると共にカウンセラーが週１回来校し，学生の相談に乗る

ことで不安や悩みの解消に努めている。この他にも，通学で車両を使用する学生に対して実技講習を

義務づけて交通安全に関する知識と技術を身につけてもらい安全に通学できるよう配慮している。ま

た，学生組織である学友会が存在し，規約に従って活発な課外活動がなされている。 

 

 

＜専攻科課程＞ 

観点５－５－①： 準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっているか。 

（観点に係わる状況） 
本校の専攻科は学位授与機構の認定を受けている。そのため準学士課程卒業後に専攻科課程に進学

し，積み上げ単位の修得及び学習評価レポートの作成を行った後，修得単位の審査及び学習成果・試

験の審査を受け合格すると大学の学部卒業時に得られる学位と同じ学士が授与される仕組みとなって

いる。また，基準１に示した本校の専攻科課程の学習・教育目標は，準学士課程の４～５学年と専攻

科１～２学年で構成される「生産システム工学」プログラムと同じである（資料５－５－①－１）。こ

れらのことから，専攻科課程１～２学年の教育課程は準学士課程４～５学年の教育課程との連携を考

慮したものとなっている。準学士課程５学科の教育課程（４～５学年）と専攻科課程の教育課程の連

携が学習・教育目標の細項目ごとになされていることを示すために,準学士課程４～５学年と専攻科課

程１～２学年の授業科目の流れを機械工学科（資料５－５－①－２）, 電気電子工学科（資料５－５

－①－３）,電子制御工学科（資料５－５－①－４）, 情報工学科（資料５－５－①－５）, 環境都市

工学科（資料５－５－①－６）に示す。 
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資料５－５－①－１ 
「生産システム工学」教育プログラムの学習・教育目標 

 

 
（出典 平成 17年度学生便覧） 
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資料５－５－①－２（１／２） 
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資料５－５－①－２（２／２） 

 
◎：必修科目 ○：必修選択科目及び選択科目 

 
（出典 「生産システム工学」プログラム 自己点検書（引用・裏付資料）） 
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資料５－５－①－３ 

 

 
◎：必修科目 ○：必修選択科目及び選択科目 

 

（出典 「生産システム工学」プログラム 自己点検書（引用・裏付資料）） 
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資料５－５－①－４（１／２） 
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資料５－５－①－４（２／２） 

 

◎：必修科目 ○：必修選択科目及び選択科目 

 
（出典 「生産システム工学」プログラム 自己点検書（引用・裏付資料）） 
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資料５－５－①－５（１／２） 
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資料５－５－①－５（２／２） 

 
◎：必修科目 ○：必修選択科目及び選択科目 

 
（出典 「生産システム工学」プログラム 自己点検書（引用・裏付資料）） 
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資料５－５－①－６（１／２） 
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資料５－５－①－６（２／２） 

 
◎：必修科目 ○：必修選択科目及び選択科目 

 
（出典 「生産システム工学」プログラム 自己点検書（引用・裏付資料）） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 専攻科修了時に学位授与申請ができることから，準学士課程と専攻科課程の授業課程の連携が考慮

されているといえる。また，専攻科の教育課程は，準学士課程の４～５学年と専攻科１～２学年で構

成される「生産システム工学」プログラムの学習・教育目標を達成することを考慮した構成となって

いる。この点からも専攻科課程と準学士課程の教育課程が連携を考慮したものであるといえる。 

 

 

観点５－５－②： 教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置（例えば，必修科目，選択科

目等の配当等が考えられる）され，教育課程の体系性が確保されているか。ま

た，授業の内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を

達成するために適切なものになっているか。 

（観点に係わる状況） 

 本校の専攻科には，機械・電子システム工学専攻,制御・情報システム工学専攻,環境建設工学専攻

の３専攻あり，準学士課程で修得した知識を基にしてより高度な教育・研究指導を行っている。特に

専攻科課程では各学科で学んだ専門分野だけでなく，異分野にも積極的にふれ，幅広い分野に対応で

きる人材を育成することをめざしたカリキュラム設計を行っている。専攻科課程には，一般科目，専

門共通科目，専門専攻科目があり，一般科目では人文・社会学系科目，専門共通科目で異分野の専門

科目，専門専攻科目では準学士課程で学んだ分野についてより高度な内容の専門科目を学ぶ。 

専攻科課程の学習・教育目標を達成するために必要な各専攻の授業科目の流れについて分析したも

のを示す（資料５－５－②－１）。各専攻の授業科目が適切に配置され体系性が保たれていることを示

すため，学習・教育目標の各項目に分類した授業科目の流れを機械・電子システム工学専攻（資料５

－５－②－２），制御・情報システム工学専攻（資料５－５－②－３），環境建設工学専攻（資料５－

５－②－４）に示す。 
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資料５－５－②－１ 
専攻科課程の授業科目の流れの説明 

 
１．人間形成 

１.（１）豊かな人間性と健康な心身を培う。 

 豊かな人間性の基本となる幅広い教養を身につけるために，専攻科では３専攻とも必修科目として「人間と文化」及び「現代文明

と技術者倫理」の授業を開設している。 

 

１．(２) 技術が自然や社会に及ぼす影響・効果を理解し，技術者としての責任を自覚する。 

 「環境工学通論」，「環境化学特論」により環境問題を科学的に理解させ，科学技術が地域環境に及ぼす影響を自覚させる。また，

「特別演習」での技術者倫理事例研究及び「現代文明と技術者倫理」により技術者の社会的責任を自覚できるようにする。 

 

２．科学技術の修得と応用 

２.（１）数学及び自然科学の基礎知識とそれらを用いた論理的思考能力を身につける。 

 専門共通科目として「応用物理特論」，「応用化学特論」及び「応用数学特論」が開講されており，各自の興味に応じて選択できる

ようになっている。 

 

２.（２）最も得意とする専門分野の知識と能力を身につける。 

 準学士課程で身につけた専門分野の基礎知識を基に，より高度な専門性を身につけられるような授業が各専攻で専門専攻科目の選

択科目として開講されており，各自の興味に応じて選択できるようになっている。 

 

２.（３）異なる技術分野を理解し，得意とする専門分野の知識と複合する能力を身につける。 

 「ディジタル回路」，「材料力学特論」，「計測制御システム」，「回路工学」，「磁性材料工学」，「バイオメカニクス」，「数値解析基礎

論」，「集積回路工学」，「ディジタル信号処理」といった，異なる技術分野の授業を専門共通科目の選択科目として開講し，各自の興

味に応じて選択できるようにしている。また，担当教員は，他の専攻の学生でも無理なく受講できるような授業内容としている。 

 

２.（４）実験・実習を通して実践的技術を身につける。 

 機械・電子システム専攻は１，２学年で，他の２専攻は１学年で「特別実験」を必修科目として開講している。ただし，３専攻と

も総単位数は４単位となっている。 

 

３．コミュニケーション能力 

３.（１）日本語の記述能力を身につける。 

 1年次に開講される「人間と文化」において，短作文や連句を通じて日本語の記述能力を伸ばしている。 

 

３.（２）情報技術を使いこなし，日本語による発表・討論ができる能力を身につける。 

 １，２学年の「特別研究」の中で，研究発表会では情報機器を用いて行うことになっている。 

 

３.（３）国際的に通用するコミュニケーション基礎能力を身につける。 

 １学年では「英語総合」，「技術英語Ⅰ」必修科目として履修することとなっている。また，２学年でも「技術英語Ⅱ」が専門共通

の選択科目として履修することができる。 

 

４．創造力 

４.（１）特別研究などを通して，修得した知識をもとに創造性を発揮し，自発的に問題を解決する能力を身につける。 

 １，２学年の「特別研究」を通して，各指導教員の下で研究を行う課程において創造力と問題解決能力を身につける。 

 

（出典 JABEE認定・認証評価推進委員会資料） 
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資料５－５－②－２（１／２） 

学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ(機械・電子システム工学専攻）  

後期前期後期前期

専攻科2年専攻科1年

2.(1)

1.(2)

1.(1)

授　　業　　科　　目　　名学習

・

教育

目標 後期前期後期前期

専攻科2年専攻科1年

2.(1)

1.(2)

1.(1)

授　　業　　科　　目　　名学習

・

教育

目標

人間と文化(必)

環境工学通論(必) 環境化学特論(必選)

現代文明と
技術者倫理(必)

応用数学特論
(必選)

応用物理特論(必選)

応用化学特論(必選)

特別演習(必)

現代文明と
技術者倫理(必)

 

3.(1)

2.(4)

2.(3)

2.(2)

3.(1)

2.(4)

2.(3)

2.(2)

特別実験(必)

ディジタル回路
(選)

材料力学特論
(選)

計測制御システム
(選)

回路工学
(選)

磁性材料工学
(選)

バイオメカニクス
(選)

数値解析基礎論
(選)

集積回路工学
(選)

ディジタル信号処理
(選)

人間と文化(必)

特別演習(必)

電磁波工学(選)

設計工学特論(選)

生産工学(選)

電子回路特論(選)

トライボロジー
(選)

破壊力学(選) 流体力学特論(選)

システム制御工学
(選)

パワーエレクト
ロニクス特論(選)

半導体物性(選)エネルギ工学(選)

オプトメカトロ
ニクス工学(選)

ミリ波・サブミ
リ波工学(選)
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資料５－５－②－２（２／２） 
 

4.(1)

3.(3)

3.(2)

4.(1)

3.(3)

3.(2)

英語総合(必)

特別研究(必)

技術英語Ⅰ(必) 技術英語Ⅱ
(必)

特別研究(必)

 
 

（出典 JABEE認定・認証評価推進委員会資料） 
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資料５－５－②－３（１／２） 

学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ(制御・情報システム専攻）  

後期前期後期前期

専攻科2年専攻科1年

2.(1)

1.(2)

1.(1)

授　　業　　科　　目　　名学習

・

教育

目標 後期前期後期前期

専攻科2年専攻科1年

2.(1)

1.(2)

1.(1)

授　　業　　科　　目　　名学習

・

教育

目標

応用数学特論
(必選)

回路工学(選)

創造設計工学
(選)

応用物理特論(必選)

応用化学特論(必選)

人間と文化
(必)

現代文明と
技術者倫理(必)

現代文明と
技術者倫理(必)

特別演習(必)

環境工学通論
(必)

環境化学特論
(必選)

 

2.(3)

2.(2)

2.(3)

2.(2) 創造設計工学
(選)

画像工学
(必)

システム制御
(選)

ソフトウエア工学
(選)

情報通信工学
(選)

学習制御
(選)

通信工学
(選)

バイオメカニクス
(選)

磁性材料工学
(選)

集積回路工学
(選)

デジタル回路
(選)

材料力学特論
(選)

計測制御システム
(選)

数値解析基礎論
(選)

回路工学
(選)

ディジタル信号処理
(選)

知能機械工学
(選)

シュミレーション

特論(選)
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資料５－５－②－３（２／２） 

2.(4)

3.(1)

4.(1)

3.(3)

3.(2)

2.(4)

3.(1)

4.(1)

3.(3)

3.(2)

特別研究　 (必) 特別研究　(必)特別研究　 (必) 特別研究　(必)

特別研究　(必) 特別研究　(必)特別研究　(必) 特別研究　(必)

英語総合(必) 技術英語Ⅰ(必) 技術英語Ⅱ
(選)

英語総合(必) 技術英語Ⅰ(必) 技術英語Ⅱ
(選)

特別実験(必)

人間と文化(必)

 
（出典 JABEE認定・認証評価推進委員会資料） 
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資料５－５－②－４（１／２） 

学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ(環境建設工学専攻）  

後期前期後期前期

専攻科2年専攻科1年

2.(1)

1.(2)

1.(1)

授　　業　　科　　目　　名学習

・

教育

目標

人間と文化
(必)

環境工学通論(必)

環境建設工学特別演習(必)

現代文明と
技術者倫理(必)

環境化学特論(必選)応用物理特論(必選)

環境化学特論(必選)

応用数学特論(必選)

応用化学特論(必選)

現代文明と技
術者倫理(必)

 

2.(3)

2.(2)

ディジタル回路
(選)

材料力学特論
(選)

計測制御システム
(選)

回路工学(選)

磁性材料工学特論
(選)

バイオメカニクス
(選)

数値解析基礎論
(選)

集積回路工学
(選)

ディジタル信号
処理(選)

環境生物工学(選)

構造数値
解析学(選)

応用構造
工学(選)

環境情報・保全
工学(選)

環境工学特論(選)

応用材料工学(選)

環境建設工学
特別演習(必)

環境建設工学
特別演習(必)

環境建設工学
特別演習(必)

応用地盤工学(選)
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資料５－５－②－４（２／２） 

4.(1)

3.(3)

3.(2)

英語総合(必)

環境建設工学特別研究(必)

技術英語Ⅰ(必)
技術英語Ⅱ
(必選)

環境建設工学特別研究(必)

2.(4)
環境建設工学特別実験(必)

人間と文化
(必)

3.(1)

 
（出典 JABEE認定・認証評価推進委員会資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 専攻ごとに専攻科の学習・教育目標を達成することを目的とした授業科目の流れ（体系性）が構築

されている。 

 

 

観点５－５－③： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課

程の編成（例えば，他専攻の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，

インターンシップによる単位認定，補充教育の実施等が考えられる）に配慮し

ているか。 

（観点に係わる状況） 

 学生の他分野の専門を学習したいといったニーズに応えるため，専攻科では他専攻で開設されてい

る専門専攻の選択科目を８単位を超えない範囲で履修することを認めている。他にも，他の高等教育

機関で開設されている授業科目についても最大で４単位まで専攻科課程における単位として認定する

ことができる。これらのことは学生便覧記載の「専攻科授業科目の履修等に関する規程」の第９条及

び第10条に明記されている（資料５－５－③－１）。 

 専攻科課程におけるインターンシップを平成18年度から専門共通の選択科目として開設し，学生が

会社での実務経験を積む貴重な機会を提供している（資料５－５－③－２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－５－③－１ 
専攻科授業科目の履修等に関する規程 

 

 
（出典 平成 17年度学生便覧 83～84頁） 
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資料５－５－③－２ 
インターンシップのシラバス 

 
（出典 平成 18年度シラバス（専攻科） 14頁） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 専攻科課程の学習・教育目標の「異なる技術分野を理解し，得意とする専門分野の知識と複合する

能力を身につける」を達成する助けとなるように，他専攻の専門専攻の選択科目と他高等教育機関の

授業単位を認定する仕組みが整っている。また，学生の多様なニーズに応えるため，平成18年度より

インターンシップを専門共通の選択科目として開設している。 

 

 

観点５－６－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが

適切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされて

いるか。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型

授業，情報機器の活用等が考えられる）。 

（観点に係わる状況） 

 専攻科課程で開講されている授業の形態は講義,演習,実験・実習に分類される。専攻科課程では，

深い専門性と職業に必要な能力を有する実践的技術者を育成するためには，専門分野の工学的現象や

問題の解析及び解決能力を育成する必要があるといった考えから，実験実習科目である「特別実験」

と「特別研究」が重要視されている。そのため，３専攻とも必修科目として，「特別実験」４単位，「特

別研究」16単位と多くの単位数が設定されている（資料５－６－①－１）,（資料５－６－①－２）,

（資料５－６－①－３）。 

 この他，「技術英語Ⅰ」では英字新聞や日本工業新聞を教材として用いて，英語の読解力と英作文の

能力を向上させる工夫をしている（資料５－６－①－４）。「応用化学特論」の授業形態は講義だが，

講義の最終段階で，それまでに学習した科学的観点から自分の専攻分野に関する課題発表を行うとい

った工夫をしている（資料５－６－①－５）。 
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資料５－６－①－１ 
専攻科の教育課程表（機械・電子システム工学専攻） 

 
（出典 平成 17年度学生便覧 28頁） 
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資料５－６－①－２ 
専攻科の教育課程表（制御・情報システム工学専攻） 

 
（出典 平成 17年度学生便覧 30頁） 
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資料５―６－①―３ 
専攻科の教育課程表（環境建設工学専攻） 

 
（出典 平成 17年度学生便覧 32頁） 
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資料５－６－①－４ 
技術英語Ⅰのシラバス 

 
（出典 平成１７年度シラバス（専攻科）４頁） 
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資料５－６－①－５ 
応用化学特論のシラバス 

 
（出典 平成 1７年度シラバス（専攻科）８頁） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 専攻科では，深い専門性を有する実践的技術者の育成をめざしていることから，実験実習科目と「特

別研究」が重要視された教育課程となっている。その他の講義においても，「技術英語Ⅰ」や「応用化

学特論」など授業内容に合わせた担当教員の工夫がみられる。 

 

 

観点５－６－②： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行

われているか。 

（観点に係わる状況） 

 本校では，学生の創造力を育む教育方法として，各専攻とも１，２学年の必修科目である「特別研

究」を重要視している。「特別研究」において各指導教員の下で研究を行うことで学生の創造力を育ん

でいる（資料５－６－②－１）,（資料５－６－②－２）,（資料５－６－②－３）。その他の取り組み

として，平成18年度より，「問題解決技法」と「インターンシップ」を専門共通の選択科目として開

設している（資料５－６－②－４），（資料５－５－③－２）。 
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資料５－６－②－１ 
特別研究のシラバス（機械･電子システム工学専攻） 

 

 
（出典 平成 17年度シラバス（専攻科）16,31頁） 
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資料５－６－②－２ 
特別研究のシラバス（制御･情報システム工学専攻） 

 

 
（出典 平成 17年度シラバス（専攻科）56,67頁） 
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資料５－６－②－３ 
特別研究のシラバス（環境建設工学専攻） 

 

 
（出典 平成 17年度シラバス（専攻科）90,102頁） 
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資料５－６－②－４ 
問題解決技法のシラバス 

 
（出典 平成 18年度シラバス（専攻科）13頁） 
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（分析結果とその根拠理由） 

主に「特別研究」が創造力を育む授業として位置づけられ,各教員が指導を行っている。更に，平成

18年度以降は，「問題解決技法」と「インターンシップ」を授業として開設し，学生の創造力を育む

取り組みを充実させている。 

 

 

観点５－６－③： 教育課程の編成の趣旨に沿って，シラバスが作成され，事前に行う準備学習，

教育方法や内容，達成目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され，活用

されているか。 

（観点に係わる状況） 
 教育課程表は教育方針に基づいて組織的に授業科目を配置したものであり，シラバスは教育課程表

の中の各授業について担当教員が授業内容に関する詳細な情報を示したものであるということが準学

士課程のシラバスと同様にシラバスの最初のページ「シラバスの利用法」（資料５－２－②－１）に記

載され，学生に周知されている。 

授業担当者は，教務委員会，FD推進委員会及びJABEE認定推進委員会がとりまとめた「授業担当者

の手引き－平成17年度版－」（資料５－２－②－２）に基づいて，シラバスの作成，授業評価アンケ

ートの実施，事後シラバスの作成を行っており，非常勤講師を含めた全教員が教育課程に沿った適切

なシラバスの作成と活用を行っている。シラバスには，履修上の注意，授業計画，参考図書や担当教

員のメールアドレスが記載され，学生が授業をスムーズに受講できるような工夫がなされている。ま

た，評価方法と評価基準に加え達成目標と評価基準の関係が明記され，学生にも分かり易い透明性の

高い評価が行われている。 
 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 シラバスの最初のページにシラバスの利用方法が記載されており，学生がシラバスを活用すること

を促す形態となっている。また，シラバスの作成方法及び活用方法の詳細が「授業担当者の手引き－

平成17年度版－」に示されており，全教員が教育課程に沿った適切なシラバスの作成と活用を行って

いる。また，シラバスには履修上の注意や評価方法など授業を円滑に履修する上で必要な内容が十分

に記載されている。 
 
 

観点５－７－①： 専攻科で修学するにふさわしい研究指導（例えば，技術職員などの教育的機

能の活用，複数教員指導体制や研究テーマ決定に対する指導などが考えられ

る）が行われているか。 

（観点に係わる状況） 

 専攻科における研究テーマの決定は，基本的に３専攻とも指導教員が自分の専門性を考慮したテー

マを提示した後，学生が配属を希望する研究室の教員を訪ねて説明を受け，研究テーマを含め配属す

る研究室を決める手順をとっている。実際に平成17年度修了生の研究テーマと指導教員は資料５－７

－①－１のようになっている。 

 専攻科では，各学生に「専攻科 特別研究状況報告書」（資料５－７－①－２）の作成を義務づけて
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おり，専攻科１学年６月と専攻科２学年４月及び専攻科修了時に今後の学習目標を記入する。これに

対して指導教員が助言を記入することになっている。この他にも，研究日時，簡単な研究内容，指導

を受けた内容と教員のチェック欄からなるシートが「専攻科 特別研究状況報告書」には綴じられて

おり，指導教員が学生に対して研究指導を行うときに活用される。 

 専攻科では，特別研究の活性化と学会等での研究成果発表の促進を目的として論文発表のための交

通費実費の補助を行っている（資料５－７－①－３）。その結果，多くの学生が，学外で研究成果を発

表する機会を得ている（資料５－７－①－４）。 
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資料５－７－①－１ 
平成17年度専攻科特別研究論文集の目次 

 

 
（出典 平成 17年度専攻科特別研究論文集） 
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資料５－７－①－２ 
特別研究状況報告書の表紙 

 
（出典 専攻科特別研究状況報告書，現地閲覧資料 13） 
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資料５－７－①－３ 
専攻科・研究発表旅費の補助に関する資料 

 
（出典 専攻科委員会資料） 
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資料５－７－①－４（１／２） 
専攻科修了生の研究業績一覧 
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資料５－７－①－４（２／２） 

 

 

（出典 平成17年度専攻科特別研究論文集 149～152頁） 
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（分析結果とその根拠理由） 

 研究室の配属及び研究テーマの決定は指導教員と学生が事前に話し合いを持ち決定することで，学

生の希望を尊重し，研究意欲に配慮したものとなっている。また，各学生には「専攻科 特別研究状

況報告書」の作成を義務づけ，特別研究を計画的に進めるために活用するとともに指導教員が学生に

対して特別研究の指導を行うときに活用している。この他，特別研究の活性化を目的として学会発表

時の交通費実費の補助を行っている。その結果多くの研究成果が発表されている。このことからも，

特別研究の研究テーマが専攻科で修学するのにふさわしい内容であるといえる。 

 

 

観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知

されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定

が適切に実施されているか。 

（観点に係わる状況） 

 成績評価・単位認定,再履修及び修了について「専攻科授業科目の履修等に関する規程」が定めら

れており，学生便覧に記載されている（資料５－８－①－１）。この他にも同様の内容が学生便覧記載

の「専攻科の履修要領」に記述されており，学生への周知がなされている。特に１単位の履修時間は，

授業時間以外の学修をあわせた時間であることを周知するため，「専攻科の履修要領」には，講義科目，

演習科目，実験・実習科目ごとに１単位当たりの授業時間とそれに課せられる予習復習の時間数が明

記されている（資料５－８－①－２）。また，各授業の評価方法は明確に定められシラバスに記載され

ており，学生への周知がなされている（資料５－３－①－３）。専攻科課程の修了認定会議は準学士課

程の卒業認定会議と同時に行われ，原則として全教員が参加して行い（資料５－３－①－２），修了認

定は，「専攻科 成績審査（修了認定）会議資料」（現地閲覧資料14）に基づいて「専攻科授業科目の

履修等に関する規程」に従って行われている。 
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資料５―８－①―１（１／２） 
専攻科授業科目の履修等に関する規程 
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資料５―８－①―１（２／２） 

 
（出典 平成17年度学生便覧 82～84頁） 
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資料５－８－①－２ 
専攻科の履修要領 

 
（出典 平成17年度学生便覧 34～35頁） 
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（分析結果とその根拠理由） 
木更津工業高等専門学校専攻科授業科目の履修等に関する規程（以下「専攻科履修規程」という。）

により，成績評価・単位認定 ,再履修及び修了の認定についての規程が明確に定められており学生便

覧に記載されている。同様の内容を学生にも分かりやすくしたものとして「専攻科の履修要領」が学

生便覧に記載されており，学生への周知がなされている。特にこの「専攻科の履修要領」には各授業

形態の１単位当たりに課せられる予習復習の時間数が，学生にもわかり易い形で明記されている。 

修了認定会議は原則として全教員が参加して行い，「専攻科 成績審査（修了認定）会議資料」を基

に専攻科履修等規程に従って厳正に行われている。 

 
 
（２）優れた点及び改善を要する点 
（優れた点） 
 準学士課程において，他の高等教育機関での学修の規程が定められており，他高等教育機関で学修

した内容を本校の単位として認定するシステムが存在する。他にも4学年の選択科目として学外実習

（インターンシップ）を開設しており，学生に積極的に参加するように呼びかけている。その結果，

多くの学生が受講している。 
 非常勤講師を含む全教員は，教務委員会，FD推進委員会及びJABEE認定推進委員会がとりまとめた

「授業担当者の手引き」に従って適切なシラバスの作成と活用を行っている。 
 人間の素養の涵養がなされるように１～３学年では週１時間の特別活動の時間を設けている。その

他にも，新入生合宿研修，球技大会，体育祭，スキー合宿，文化デーなど多くの行事を実施し，人間

の素養の涵養がなされるように配慮している。 
 学生の生活に係わる様々な不安や，家庭問題や健康問題に関する不安を軽減するために，学生相談

室委員会が組織されている。この他にも，毎週１日，カウンセラーが来校して学生の相談に乗ること

で学生の不安を取り除いている。 
 
 専攻科課程において，学生の多様なニーズに応えるため，他専攻で開設されている授業や他の高等

教育機関で開設されている授業を履修することができる。この他，平成18年度より，専攻科課程でも

インターンシップを選択科目として開設している。 
 本専攻科では，創造性を育む教育方法として「特別研究」を重要視しているが，平成18年度より「問

題解決技法」を専門共通の選択科目として開設し，創造性育成の助けとしている。 
 
（改善を要する点） 
 特になし 



木更津工業高等専門学校 基準５ 

- 287 - 

（３）基準５の自己評価書の概要 
 
（準学士課程） 
 準学士課程では，５学科とも学習・教育目標を達成するために，人間形成に重要な役割を果たす人

文系科目と専門科目の学習の基礎となる数学，物理などの基礎系科目を低学年に多く配置し，専門科

目は高学年になるに従い増えていく配置とし，科学技術の修得が無理なく行える授業科目の配置とな

っている。 

 学生の多様なニーズに応えるために，本校以外の教育施設における学習に関する規程が定められて

おり，学生への周知も図っている。その他，準学士課程の4学年を対象とした学外実習（インターン

シップ）は選択科目にも拘らず各学科多くの学生が履修している。 

専門分野の修得とものづくりに必要な力を身につけるために，卒業研究を含む実験・実習を通じて

専門分野の工学的現象及び問題を解析又は解く力の育成を重要視し，各学科とも必修科目として実

験・実習科目を１学年から４学年までを通して配置し，５学年には卒業研究を配置している。その他，

演習の授業を高学年に多く配置することによって，講義で身につけた知識を確かなものとする配慮が

なされている。 

特別な学生に対する配慮の例として，３年次に編入してくる留学生の日本語の読解力と作文能力の

向上を目的とした，「日本語Ⅰ」，「日本語Ⅱ」，「日本語Ⅲ」を開講している。 

 教務委員会，FD推進委員会及び JABEE認定推進委員会がとりまとめた「授業担当者の手引」には，

シラバスの作成，授業評価アンケートの実施，事後シラバスの作成についての詳細が記述されており，

非常勤講師を含む全教員は「授業担当者の手引」に従って，適切なシラバス作成と活用を行っている。 

準学士課程では学生の創造力を育む教育方法として，各学科とも５学年の必修科目である卒業研究

を重要視している。この他にも，３学年で必修科目として開講されている一般特別研究は，人文学系

及び基礎学系の教員の指導の下，学生が自主的に調査や研究を行い結果を論文の形にまとめ，最終的

には学内で口頭発表するという形式をとっており，学生の創造性を育成する教育方法となっている。 

 成績評価・単位認定,進級,再履修及び卒業の認定について学業成績審査規程が定められており，学

生に周知されている。また，各授業の評価方法は明確に定められシラバスに記載されており，学生へ

の周知がなされている。修了認定会議及び卒業認定会議は原則として全教員が参加し，学業成績審査

規程に従って厳正に行われている。 

１～３学年までは週1時間の特別活動（HR）の時間を設けている。特別活動は学級担任が中心とな

って「学級担任の手引」を参考にし，生活指導，成績指導，諸連絡，環境整備（学内及び周辺の清掃），

スポーツ，ビデオ鑑賞等を企画し実施している。その他，新入生合宿研修，球技大会，体育祭，マラ

ソン大会,スキー合宿，文化デー，見学旅行といった行事を実施し，人間の素養の涵養がなされるよう

に配慮している。 

生活指導面では学級担任を中心とした学生支援体制を整え，学生指導に当たっている。また，学生

組織である学友会が存在し，規約に従って活発な課外活動がなされている。 

 

（専攻科課程） 

専攻科課程では各学科で学んだ専門分野だけでなく，異分野にも積極的に触れ，幅広い分野に対応

できる人材を育成することを目指したカリキュラム設計を行っている。 

学生のニーズに応えるため，他専攻で開設されている専門専攻の選択科目や他の高等教育機関で開
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設されている授業科目についても履修を認めている。他にも，インターンシップを平成18年度から専

門共通の選択科目として開設し，学生が会社での実務経験を積む貴重な機会を提供している。 

専攻科課程では，実践的技術者の育成をめざしていることから，実験実習科目と「特別研究」が重

要視されている。その他の講義においても，授業内容に合わせた担当教員の工夫がみられる。 

「特別研究」が創造力を育む主な授業と考えられている。更に，平成18年度以降は，「問題解決技

法」を授業として開設し，学生の創造力を育む取り組みを充実させている。 

研究テーマの決定は学生の希望を尊重し，研究意欲に配慮したものとなっている。また，学生に「専

攻科 特別研究状況報告書」の作成を義務づけ，特別研究を計画的に進めるために活用するとともに

指導教員が学生に対して特別研究の指導を行うときに活用している。この他，特別研究の活性化を目

的として学会発表時の交通費実費の補助を行っている。 

専攻科履修等規程により，成績評価・単位認定 ,再履修及び修了の認定についての規程が明確に定
められており，学生への周知がなされている。修了認定会議は原則として全教員が参加して行い専攻

科履修等規程」に従って厳正に行われている。 


